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Stagnation of Nijo family in the late Muromachi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　Among the five households in the early Muromachi period, the Nijo family was 
particularly prosperous. However, it was forced into stagnation in the latter part of the 
Muromachi period, In this paper, we examined the reasons behind the stagnation of 
the Nijo family from the viewpoints of accidentality and inevitabbility.
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
一
五
世
紀
末
期
か
ら
一
六
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
（
以
下
、
当
該
期
）
に
お
け
る
二
条
家
の
実
態
を
復
元
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
二
条
家
は
い
わ
ゆ
る
五
摂
家
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
二
条
家
の
南
北
朝
期
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て
は
、
著
名

な
二
条
良
基
を
中
心
に
小
川
剛
生
氏
が
詳
ら
か
に
検
討
し
て
い
る

（
（
（

。

　

本
稿
で
扱
う
当
該
期
の
二
条
家
を
取
り
上
げ
た
論
考
は
管
見
の
限
り
、
湯
川
敏
治
氏
が
近
衛
家
の
動
向
を
取
り
上
げ
る
な
か
で
二
条

家
に
も
触
れ
た
も
の
が
あ
り

（
（
（

、
戦
国
期
の
五
摂
家
全
体
の
摂
関
職
就
任
状
況
に
つ
い
て
は
安
西
欣
治
氏
の
論
考
が
あ
る

（
（
（

。

　

本
論
に
先
立
っ
て
、
摂
関
在
任
期
間
の
お
さ
ら
い
を
し
て
お
こ
う
。
室
町
時
代
の
摂
関
職
在
任
期
間
に
は
家
ご
と
に
顕
著
な
偏
向

が
あ
る
。
厳
密
さ
に
欠
け
る
こ
と
と
な
る
が
、
就
任
と
退
任
を
年
単
位
で
概
算
す
る
と
、
西
暦
の
一
三
六
七
年
か
ら
一
四
六
六
年
の

一
〇
〇
年
間
に
関
し
て
は
、
近
衛
家
が
五
年
間
、
鷹
司
家
が
三
年
間
、
九
条
家
が
一
〇
年
間
、
一
条
家
が
三
二
年
間
で
、
二
条
家
が

五
一
年
間
と
な
る
。
二
条
家
と
一
条
家
が
突
出
し
て
い
る
の
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
一
四
六
七
年
か
ら
一
五
七
六
年
ま

で
の
一
一
〇
年
と
な
る
と
、
近
衛
家
が
三
七
年
間
と
な
り
、
鷹
司
家
が
一
一
年
間
、
九
条
家
が
一
七
年
間
、
一
条
家
が
一
六
年
間
、
そ

し
て
二
条
家
は
一
八
年
間
で
あ
る
。
近
衛
家
が
突
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
他
の
四
家
は
横
並
び
の
数
字
と
な
る
。

　

い
っ
た
い
、
二
条
家
の
栄
華
は
ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
室
町
期
の
二
条
家
は
栄
華
を
誇
り
、
戦
国
期
に
は

状
況
が
変
わ
っ
た
の
か
。
当
該
期
に
お
け
る
二
条
家
の
実
態
を
素
描
し
よ
う
。

　

な
お
、
本
文
中
の
引
用
史
料
に
お
い
て
は
、
適
宜
、
割
注
を
省
略
し
た
。
ま
た
、
異
体
字
な
ど
は
通
用
字
に
改
め
た
。
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一
、
二
条
持
通
の
時
代

　

そ
も
そ
も
、
持
通
ま
で
の
二
条
家
が
、
そ
の
地
位
を
誇
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
地
位
形
成
に
関
し
て
は
二
条
良
基

に
遡
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
地
位
を
維
持
で
き
た
秘
訣
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

1
．
二
条
持
通
に
対
す
る
公
家
社
会
の
信
頼

　

最
初
に
考
え
る
べ
き
は
、
二
条
持
通
（
一
四
一
六
～
一
四
九
三
）
と
、
そ
の
他
廷
臣
と
の
関
係
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
近
衛
政
家
が
「
遷
幸
次
第
」
の
借
用
を
二
条
持
通
に
依
頼
し
た
よ
う
に

（
（
（

、
端
的
に
い
え
ば
、
二
条
家
は
良
基
以
来
、
先
例

故
実
を
蓄
積
し
て
き
た
家
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
知
識
は
同
時
代
の
公
家
た
ち
か
ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
た
。『
後
法
興
院
記
』
の

文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
三
月
二
二
条
と
二
三
日
条
を
み
て
み
よ
う
。

　

 

座
次
事
一
昨
日
清
三
位
宗
賢
卿
、
左
大
史
雅
久
等
ニ
可
勘
進
先
例
由
仰
遣
了
、
重
可
令
注
進
之
由
申
之
、
今
日
又
以
書
状
尋
申
二
条

太
閤
処
、
有
客
来
事
、
従
是
可
有
返
答
云
々
、

　

自
太
閤
昨
日
之
返
報
到
来
、
云
当
職
任
日
、
云
一
座
宣
下
、
旁
以
上
首
段
不
可
有
余
儀
由
被
注
送
、
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近
衛
政
家
が
鷹
司
政
平
と
の
座
次
争
い
に
お
い
て
二
条
持
通
に
相
談
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
持
通
は
政
家
の
相
談
相
手
で
あ
っ

た
。
次
に
『
実
隆
公
記
』
の
文
明
七
年
正
月
二
五
日
条
。

　

 

酉
下
刻
着
衣
冠
参
内
、
自
今
日
県
召
除
目
被
始
行
、
為
見
物
也
、
頭
左
中
弁
等
未
参
、
秉
燭
之
後
、
中
御
門
中
納
言
宣
胤
卿
奏
慶
、

如
例
舞
踏
終
而
着
殿
上
、
侍
男
入
無
名
門
代
取
沓
、
言
語
道
断
、
不
可
説
々
々
々
、
自
高
遣
戸
下
殿
則
着
陣
、
蔵
人
方
吉
書
元
長
下

之
、
此
間
頭
弁
向
関
白
里
亭
、
条
々
尋
申
、
同
有
召
仰
事
云
々
、

　

県
召
除
目
に
お
い
て
「
頭
弁
」（
柳
原
量
光
）
が
「
関
白
里
邸
」（
二
条
政
嗣
邸
）
に
向
か
い
、
様
々
に
不
審
点
を
確
認
し
て
い
る
。

二
条
持
通
や
、
そ
の
子
息
の
政
嗣
を
先
例
上
の
相
談
相
手
と
し
た
の
は
近
衛
政
家
に
限
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ

き
な
の
は
、
次
の
世
代
に
公
家
社
会
の
重
鎮
と
な
っ
て
い
く
三
条
西
実
隆
で
あ
る
。

　

 

午
後
小
生
三
人
令
詣
御
霊
社
、
留
件
輿
丁
帰
路
向
右
府
花
山
亭
、
対
談
之
後
向
前
左
府
亭
、
賀
新
亜
相
事
、
則
対
面
、
小
時
向
禅
閤

二
条
亭
、
対
面
、
先
日
拝
賀
着
陣
間
事
等
語
申
、
宣
下
条
々
有
被
相
尋
事
等
、
改
元
八
月
例
不
甘
心
歟
、
但
於
例
者
吉
凶
相
交
事
連

綿
也
、
就
被
忩
有
何
事
哉
、
将
又
新
字
事
不
出
現
者
難
叶
之
由
等
御
言
談
、
凡
公
事
儀
毎
度
丁
寧
尋
申
之
条
感
悦
無
極
、
今
度
拝
賀

着
陣
等
之
進
退
神
妙
之
由
聞
及
之
間
、
尤
自
愛
之
由
慇
懃
芳
言
在
之
、
頗
令
祝
着
者
也
、
良
久
退
出

（
（
（

、

　

実
隆
は
持
通
邸
を
訪
問
し
、
改
元
な
ど
に
つ
い
て
会
談
し
、「
凡
公
事
儀
毎
度
丁
寧
尋
申
之
条
感
悦
無
極
」
と
感
激
す
る
と
と
も
に

（
傍
線
部
）、
拝
賀
着
陣
に
お
け
る
自
ら
の
振
る
舞
い
を
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
ら
し
く
、
思
わ
ず
饒
舌
と
な
り
、
日
記
に
書
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き
残
し
た
（
波
線
部
）。
実
隆
は
薫
陶
を
受
け
た
二
条
持
通
に
対
す
る
敬
意
を
後
々
ま
で
抱
き
続
け
た
ら
し
い
。

　

 

公
事
之
間
事
故
禅
閤
毎
事
諷
諫
給
之
間
、
其
芳
恩
難
謝
尽
之
、
仍
於
此
公
事
随
分
不
存
繊
芥
之
処
如
此
、
老
少
不
定
、
無
常
之
世
□

嘆
息
々

（々
（
（

、

　

右
の
史
料
で
実
隆
は
、「
二
条
持
通
に
は
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の
恩
返
し
を
で
き
な
い
ま
ま
二
条
尚
基
が
早
世
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
慚
愧
に
堪
え
な
い
」と
し
て
、悲
嘆
に
暮
れ
て
い
る
。
実
隆
に
と
っ
て
持
通
は「
其
芳
恩
難
謝
尽
之
」と
い
う
存
在
で
あ
っ
た
。

　

二
条
持
通
は
先
例
故
実
の
大
家
と
し
て
、
公
家
社
会
の
崇
敬
を
集
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
天
皇
家
（
後
土
御
門
天
皇
）
と

の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
『
親
長
卿
記
』
の
文
明
三
年
正
月
一
六
日
条
を
み
て
み
よ
う
。

　

 

渡
御
倚
廬
云
々
、
伝
奏
勧
修
寺
前
中
納
言
、
奉
行
職
事
蔵
人
権
弁
、
倚
廬
在
所
事
被
用
北
廂
片
方
、
被
指
続
之
由
風
聞
、
可
尋
記
、

出
御
之
儀
可
為
晴
儀
之
由
、
二
条
太
閤
被
計
申
、
雖
然
無
御
帳
参
仕
輩
、
時
服
等
不
叶
、
重
被
尋
仰
、
堅
固
密
々
出
御
可
然
之
由
、

重
被
計
申
云
々
、

　

倚
廬
渡
御
に
つ
い
て
持
通
が
「
計
申
」
し
、
当
初
は
晴
儀
を
上
申
し
た
が
（
傍
線
部
）、
再
度
の
諮
問
を
受
け
持
通
の
決
断
に
よ
り

密
儀
に
変
更
さ
れ
た
（
破
線
部
）
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
二
条
持
通
の
知
識
は
天
皇
家
に
と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
次
の
よ

う
な
事
例
も
あ
る
。
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御
名
字
猶
未
定
、
令
治
定
者
可
進
勘
文
之
由
、
菅
中
納
言
被
申
、
重
勅
問
、
及
晩
頭
御
返
事
到
来
、
勧
修
寺
大
納
言
申
送
云
、
歓
楽

之
間
、
直
可
奏
聞
云
々
、
予
持
参
、
申
詞
如
昨
日
之
由
各
被
申
之
、
勅
問
人
数
、
禅
閤
、
太
閤
、
九
条
前
関
白
、
関
白
、
西
園
寺
前

内
大
臣

（
（
（

、

　

後
柏
原
天
皇
の
名
前
（
勝
仁
）
に
つ
い
て
勅
問
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
勅
問
相
手
は
「
禅
閤
」（
一
条
兼
良
）、「
太
閤
」（
二
条
持

通
）、「
九
条
前
関
白
」（
政
基
）、「
関
白
」（
近
衛
政
家
）
と
西
園
寺
実
遠
で
あ
り
、
五
摂
家
の
当
主
た
ち
が
多
く
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は

後
土
御
門
天
皇
が
勅
問
す
る
と
き
の
常
連
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
面
々
の
中
で
も
二
条
持
通
は
、特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
。『
親
長
卿
記
』

の
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
七
月
一
七
日
条
を
掲
げ
よ
う
。

　

 

去
四
日
改
元
定
延
引
、
可
為
今
日
之
処
、
上
卿
猶
不
事
行
云
々
、
先
是
奉
行
職
事
申
云
、
今
日
為
関
白
政
忠
衰
日
、
可
為
何
様
候
哉
、

予
申
云
、
於
叙
位
除
目
者
、
関
白
衰
日
被
憚
之
、
於
改
元
者
無
其
例
歟
、
他
公
事
有
例
歟
如
何
、
於
例
者
不
覚
悟
、
何
様
可
奏
聞
云
々
、

仍
奏
聞
、
仰
云
、
可
相
替
叙
位
除
目
之
由
所
被
思
召
也
、
但
可
尋
申
二
条
太
閤
云
々
、
即
奉
行
参
向
尋
申
二
条
太
閤
、
勅
答
云
、
於

関
白
衰
日
者
不
可
苦
云
々
、
但
左
府
申
故
障
之
間
、
延
引
可
為
廿
日
云
々
、

　

改
元
定
が
関
白
九
条
政
忠
の
衰
日
に
よ
り
延
引
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る

（
（
（

。
後
土
御
門
天
皇
は
日
程
調
整
を
命
じ
る
が
、
注
目
す
べ
き

は
、
そ
の
際
に
「
な
に
は
と
も
あ
れ
持
通
の
意
見
を
聞
い
て
こ
い
」（
傍
線
部
）
と
指
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た

と
き
に
は
、
特
に
持
通
の
意
見
が
頼
り
と
さ
れ
た
。
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こ
の
よ
う
な
後
土
御
門
天
皇
と
二
条
持
通
と
の
関
係
は
、
例
え
ば
、
文
明
一
二
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
禁
裏
連
歌
会
に
お
い
て
後
土

御
門
天
皇
直
々
の
意
向
に
よ
り
持
通
の
参
加
が
特
段
に
要
請
さ
れ
る
な
ど
、
公
私
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た

（
（
（

。
両
者
の
関
係
を
象
徴
的

に
示
す
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

　

 

楽
林
来
、
令
同
道
参
二
条
殿
、
御
中
陰
昨
日
被
結
願
云
々
、
今
日
五
七
日
也
、
太
閤
御
対
面
、
各
落
涙
之
外
無
詞
、
為
御
遺
物
御
指

貫
賜
之
、
御
得
度
事
近
日
可
被
申
之
由
有
仰
、
然
者
准
后
宣
下
事
可
被
申
云
々
、
帰
路
之
次
行
中
御
門
亭
、

　

参
二
条
殿
、
太
閤
御
出
座
、
御
得
度
事
、
為
公
武
被
留
申
云
々
、

　
『
宣
胤
卿
記
』
の
文
明
一
二
年
一
〇
月
七
日
と
一
二
日
条
で
あ
る
が
、持
通
は
政
嗣
の
急
死
に
よ
り
出
家
を
志
向
す
る
も
（
傍
線
部
）、

公
武
の
慰
留
に
よ
り
思
い
止
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
（
破
線
部
）。
二
条
持
通
は
得
度
を
許
さ
れ
な
い
く
ら
い
の
重
要
人
物
で
あ
り
、

廷
臣
だ
け
で
な
く
後
土
御
門
天
皇
か
ら
も
、
そ
の
知
識
が
重
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

2
．
二
条
持
通
に
対
す
る
将
軍
家
の
信
頼

　

本
節
で
は
二
条
持
通
と
将
軍
家
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
は
史
料
を
掲
げ
よ
う
。

　

恒
例
武
家
参
賀
也
、
早
旦
参
東
山
殿
、
堅
固
無
人
也
、
太
閤･

愚
老
・
近
衛
大
納
言
、
直
垂･

伯
三
位
計
也

（
（1
（

、
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応
仁
の
乱
が
勃
発
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、将
軍
家
へ
の
武
家
参
賀
は「
堅
固
無
人
」と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
た
が
、そ
れ
で
も「
太

閤
」
こ
と
二
条
持
通
は
参
候
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
持
通
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
五
摂
家
当
主
た
ち
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

 

今
日
室
町
殿
年
始
参
賀
、
毎
年
式
日
也
（
略
）
今
日
参
賀
人
々
、
二
条
前
殿
、
殿
下
、
久
我
前
右
府
、
西
園
寺
前
内
府
、
内
府
、
中

院
大
納
言
、
徳
大
寺
大
納
言
、
花
山
院
大
納
言
、
菅
原
在
数
、
以
上
先
朝
衣
狩
衣
衆
御
対
面
、
次
直
垂
衆
、
源
大
納
言
、
園
前
黄
門
、

余
、
日
野
中
納
言
、
西
川
前
宰
相
、
雅
国
、
時
顕
、
公
夏
等
朝
臣
、
源
富
仲
、
菅
原
和
長
、
定
基
朝
臣
等
也
、
九
条
前
殿
至
今
日
依

産
穢
、
明
日
可
有
御
参
云
々
、
一
条
殿
鷹
司
殿
無
御
参
之
条
不
審
、
乱
後
依
窮
廻
各
不
参
、
無
人
以
外
也
、
摂
家
清
華
乱
前
悉
乗
車

也
、
今
悉
板
輿
也
、
不
可
説
之
為
体
、
末
世
至
極
、
無
力
者
哉

（
（（
（

、

　

文
明
一
二
年
の
武
家
参
賀
に
「
九
条
前
殿
」（
政
基
）
は
触
穢
に
よ
り
自
重
し
、
一
条
家
と
鷹
司
家
も
不
参
す
る
な
か

（
（1
（

、
近
衛
政
家

と
と
も
に
二
条
持
通
だ
け
は
参
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
傍
線
部
）。
五
摂
家
の
な
か
に
お
い
て
も
武
家
参
賀
へ
の
温
度
差
が
あ
り
、

二
条
家
に
は
特
別
な
熱
意
が
あ
っ
た
と
い
え
る

（
（1
（

。

　

そ
も
そ
も
二
条
良
基
が
義
満
を
扶
持
す
る
立
場
に
な
っ
て
以
降
、
二
条
家
の
当
主
は
足
利
家
当
主
に
と
っ
て
の
知
恵
袋
的
な
側
面
が

あ
っ
た
。
持
通
も
そ
の
伝
統
に
漏
れ
ず
、
よ
く
足
利
義
政
に
仕
え
た
。
そ
の
様
子
が
わ
か
る
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

　

今
日
准室

町
殿后
御
参
内
、
一
献
申
御
沙
汰
、
毎
年
之
佳
例
也
、
御
台
同
御
参
、
御
大
飲
、
深
更
御
退
出
云
々
、
太
閤
二
条
殿

同
御
参
云

（々
（1
（

、
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文
明
一
三
年
に
「
准
后
」（
義
政
）
が
毎
年
恒
例
の
参
内
に
出
向
い
た
と
き
、「
太
閤
」
も
御
参
し
て
い
る
。
持
通
は
義
政
の
参
内
に

扈
従
す
る
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
。

　

今
度
内
府
昇
進
事
、
為
東
山
殿
御
執
奏
太
閤
被
執
申
之
云

（々
（1
（

、

　

長
享
二
年
の
八
月
、
一
条
冬
良
が
関
白
に
昇
進
す
る
に
あ
た
っ
て
義
政
に
よ
っ
て
武
家
執
奏
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
二
条
持
通
を

介
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
義
政
の
意
向
が
よ
り
確
実
に
反
映
さ
れ
る
た
め
の
装
置
の
一
部
と
し
て
の
持
通
が
機
能
し
て
い
た
と
い
え

る
。

　

於
准
后
新
造
御
所
小
河
、
宮
々
并
二
条
太
閤
等
御
招
請
、
御
一
献
、
被
進
引
出
物
等
云

（々
（1
（

、

　

義
政
は
邸
宅
を
新
造
し
た
際
、
貴
人
を
招
待
し
た
。
そ
こ
で
は
「
宮
々
」
に
加
え
て
、
特
に
持
通
が
招
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

義
政
は
持
通
を
近
臣
の
よ
う
に
扱
っ
て
お
り
、
二
条
持
通
は
将
軍
家
と
も
良
好
な
関
係
を
構
築
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
義
政
は
持
通
を
重
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
な
ぜ
足
利
将
軍
家
は
二
条
家
当
主
を
重
用
し
続
け
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
持
通
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
の
二
条
家
当
主
が
将
軍
家
に
誓
っ
て
き
た
忠
誠
心
へ
の
見
返
り
と
し
て
の
み
評
価
す
れ
ば

済
む
問
題
で
あ
ろ
う
か
。

　

義
尚
の
任
右
大
将
拝
賀
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
二
条
持
通
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
こ
の
と
き
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の
次
第
を
作
進
し
た
の
は
持
通
で
あ
っ
た
し

（
（1
（

、
義
尚
の
具
体
的
な
所
作
に
つ
い
て
も
「
太
閤
」（
二
条
持
通
）
が
指
導
し
て
い
る

（
（1
（

。
二

条
持
通
は
将
軍
義
尚
の
儀
礼
故
実
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
。
義
尚
の
昇
進
儀
礼
は
持
通
の
知
識
に
よ
り
円
滑
化
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
持
通
の
知
識
の
恩
恵
に
預
か
っ
て
い
た
の
は
、
義
尚
だ
け
で
は
な
い
。
父
親
の
義
政
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

 

故
大
樹
葬
礼
事
可
為
来
九
日
由
有
其
聞
、
用
脚
十
万
疋
下
行
云
々
、
贈
位
事
可
有
宣
下
云
々
、
可
被
申
贈
左
府
之
由
東
山
殿
談
合
太

閤
之
処
、
相
国
可
然
之
由
頻
太
閤
指
南
云

（々
（1
（

、

　

義
尚
の
死
に
際
す
る
贈
官
に
つ
い
て
「
東
山
殿
」（
義
政
）
は
「
太
閤
」（
持
通
）
に
相
談
を
も
ち
か
け
て
お
り
、
義
政
も
ま
た
儀
礼

的
な
部
分
に
関
す
る
足
利
家
先
例
や
故
実
知
識
に
つ
い
て
、
持
通
に
依
存
し
て
い
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

関
係
が
形
成
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
足
利
将
軍
家
先
例
に
お
け
る
二
条
家
の
位
置
づ
け
が
あ
る
。
や
や
長
く
な
る
が
、
事
例
と
な
る
史

料
を
掲
げ
よ
う
。

　

 

被
始
行
県
召
除
目
、
兵
革
中
近
年
不
及
沙
汰
、
然
室
町
殿
御
方
左
中
将
義
尚

朝
臣
御
兼
国
美
作

権
守
之
儀
、
被
摸
勝
定
院
殿
御
例
之
官
、
為
有
御

兼
国
被
申
行
之
、
入
夜
関
白
政
嗣

公

有
御
拝
賀
御
当
職
之
後

経
六
ヶ
年

、
室
町
殿
南
馬
場
吉
田
神
主
三
位
兼

倶
卿

宿
所
、
殿
下
為
御
宿
、
彼
第
有
諸
神
社
、
自
鳥

居
内
御
出
路
次
歩
儀
、
御
参
内
、
令
経
床
子
座
給
、
今
夜
関
白
為
御
執
筆
、
公
卿
広
橋
大
納
言
綱
光
卿
、
武
者
小
路
大
納
言
資
世
卿
、

中
御
門
中
納
言
宣
胤
卿
、
左
大
弁
宰
相
広
光
卿
、
職
事
蔵
人
頭
左
中
弁
量
光
朝
臣
奉
行
、
公
兼
朝
臣
・
蔵
人
左
少
弁
政
顕
・
同
右
少

弁　

蔵
人
三
人
、
四
位
大
外
記
師
富
朝
臣
、
左
大
史
雅
久
宿
禰
・
少
外
記
康
純
・
同
賢
親
・
右
小
史
盛
俊
等
参
内
也
、
今
度
参
仕
上

下
、
為
武
家
御
沙
汰
被
下
御
訪
、
関
白
殿
下
三
千
疋
被
進
之
、
諸
卿
各
三
百
疋
、
大
外
記
千
疋
、
頭
弁
五
百
疋
、
其
外
参
役
人
々
及
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六
位
外
記
・
史
等
、
各
三
百
疋
云
々
、
諸
司
調
進
物
御
訪
等
、
惣
用
二
万
疋
云
々
、
兼
自
旧
冬
奉
行
飯
尾
大
和
・
加
賀
守
両
人
、
相

触
諸
大
名
、
千
疋
・
二
千
疋
、
各
被
進
納
之
、

　

右
は
『
長
興
宿
禰
記
』
の
文
明
七
年
正
月
二
五
日
条
で
あ
る
が
、
義
政
が
義
持
の
先
例
に
な
ぞ
ら
え
て
義
尚
を
美
作
守
に
任
官
さ
せ

る
に
あ
た
っ
て
県
召
除
目
を
挙
行
さ
せ
て
い
る
（
傍
線
部
）。
義
政
が
主
導
し
た
だ
け
に
、
費
用
面
に
つ
い
て
は
、
武
家
が
工
面
し
た

の
だ
が
（
波
線
部
）、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
際
に
、
関
白
就
任
以
来
六
年
も
無
沙
汰
だ
っ
た
拝
賀
を
遂
げ
さ
せ
た
上
で
二
条
政
嗣
に

執
筆
を
勤
め
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
（
破
線
部
）。
お
そ
ら
く
、
準
拠
先
例
と
な
っ
た
義
持
の
事
例
に
お
い
て
二
条
良
基
が
執
筆
を
つ

と
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

か
つ
て
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に

（
11
（

、
義
教
以
降
、
義
満
先
例
が
足
利
将
軍
家
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
に
付
随

し
て
、
摂
関
職
は
義
満
時
代
に
同
職
を
歴
任
し
た
良
基
の
子
孫
で
あ
る
二
条
家
当
主
が
相
応
し
い
、
と
い
う
構
造
が
出
来
上
が
っ
て
い

た
（
1（
（

。

　

特
に
義
政
と
義
尚
の
父
子
に
関
し
て
は
、
儀
礼
上
に
お
い
て
「
義
政－

義
尚
」
の
父
子
関
係
が
「
義
満

－

義
持
」
の
関
係
と
し
て
演

出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
義
尚
の
義
持
化
と
義
政
の
義
満
化
は
等
価
で
あ
っ
た
。
義
尚
を
義
持
先
例
に
お
い
て
正
当
化
す
る
と
い

う
こ
と
が
、
足
利
将
軍
家
家
長
義
政
を
足
利
義
満
の
先
例
で
正
当
化
す
る
作
業
の
一
環
で
も
あ
っ
た
以
上
、
現
任
摂
関
は
二
条
家
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
先
例
上
の
状
況
が
で
き
あ
が
る
こ
と
と
な
る
。
二
条
家
の
重
用
と
い
う
の
は
、
足
利
将
軍
家
佳
例
の
再
生

産
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
義
尚
に
関
し
て
足
利
将
軍
家
の
先
例
が
意
識
さ
れ
る
場
面
に
お
い
て
は
、
構
造
上
、
二

条
政
嗣
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
本
章
で
は
、
持
通
の
時
代
ま
で
の
二
条
家
が
、
天
皇
家
な
ど
公
家
社
会
に
お
け
る
信
頼
感
や
、
将
軍
家
と
の
相
互
協
力
関
係
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を
構
築
し
て
お
り
、
良
基
以
来
の
伝
統
を
守
っ
て
い
た
様
子
を
確
認
し
た
。

　

二
、
二
条
家
の
苦
境

　

一
章
で
は
二
条
家
が
足
利
家
や
天
皇
家
と
良
好
な
関
係
を
構
築
し
て
い
た
実
態
を
見
た
。
二
条
家
は
室
町
期
に
栄
華
を
謳
歌
し
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
栄
光
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
本
章
で
は
、
二
条
家
が
苦
境
に
陥
っ
て
い
く
様
相
を
復
元
す
る
。

　

1
．
当
主
の
早
世

　

二
条
持
通
ま
で
は
順
調
に
世
代
交
代
を
遂
げ
て
い
た
二
条
家
も
、
そ
の
後
は
不
運
続
き
で
あ
っ
た
。
持
通
の
後
継
者
で
あ
る
政
嗣
の

生
涯
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

 

是
日
、
被
行
国
郡
卜
定
、
上
卿
左
大
臣
参
勤
云
々
、
自
申
刻
被
始
行
云
々
、
後
聞
、
今
日
二
条
関
白
着
衣
冠
参
内
云
々
、
上
卿
之
儀

見
物
之
云

（々
11
（

、

　

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）、
二
条
政
嗣
（「
左
大
臣
」）
を
上
卿
と
し
て
大
嘗
会
の
国
郡
卜
定
が
催
さ
れ
、
政
嗣
の
上
卿
ぶ
り
を
父
親

で
あ
る
二
条
持
通
（「
二
条
関
白
」）
も
し
っ
か
り
見
物
し
て
い
た
。
二
条
持
通
は
子
息
政
嗣
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
お
り
、
政
嗣
も

そ
の
期
待
を
裏
切
ら
な
か
っ
た
。
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今
日
於　

禁
裏
、
広
橋
大
納
言
・
勧
修
寺
大
納
言
両
人
御
一
廻
以
後
之
御
服
共
御
尋
候
、
予
参
候
也
、
明
徳
度
ハ
平
絹
御
束
帯
、
御

色
ハ
各
吉
服
之
時
ノ
コ
シ
御
ケ
イ
ノ
キ
ノ
出
御
ニ
被
召
之
、
へ
い
け
ん
に
て
御
う
ら
あ
り
て
、
い
つ
も
の
御
ふ
く
こ
と
く
に
御
い
ろ

さ
た
候
也
、
永
享
の
た
ひ
ハ
御
け
い
に
き
つ
ふ
く
を
御
も
ち
い
候
な
り
、
両
流
な
り
、
今
度
ハ
乱
ニ
よ
り
出
御
、
内
之
御
も
の
ゝ
く

に
て
御
け
い
の
き
あ
る
へ
き
の
よ
し
候
、
今
日
ま
つ
定
候
得
者
、
関
白
尋
可
被
申
之
由
候
也

（
11
（

、

　

内
裏
に
お
い
て
広
橋
綱
光
と
勧
修
寺
教
秀
が
山
科
家
に
後
花
園
天
皇
一
回
忌
の
喪
が
明
け
た
と
き
の
服
装
に
つ
い
て
相
談
し
た
と
い

う
内
容
で
あ
る
が
、
一
応
の
結
論
を
出
し
た
上
で
、
さ
ら
に
関
白
に
も
念
の
た
め
諮
問
が
あ
っ
た
（
傍
線
部
）。
当
時
の
関
白
は
二
条

政
嗣
で
あ
る
。
政
嗣
も
先
例
故
実
に
定
評
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

 

伝
聞
、
於
春
日
社
可
被
行
臨
時
之
御
神
楽
七
ヶ
夜

云
々
、
此
儀
邂
逅
事
云
々
、
大
和
国
人
越
智
有
宿
願
事
云
々
、
定
二
条
家
門
於
願
主

執
行
云
々
、
堂
上
面
々
一
両
輩
、
其
外
地
下
楽
人
等
参
向
云
々
、
二
条
太
閤
并
前
関
白
来
廿
四
日
下
向
可
有
参
籠
云
々
、
今
度
各
出

立
并
在
南
煩
等
為
越
智
沙
汰
可
申
付
云

（々
11
（

、

　

右
掲
史
料
は
、
春
日
社
の
臨
時
御
神
楽
が
越
智
氏
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
挙
行
さ
れ
（
傍
線
部
）、
願
主
と
し
て
持
通
と
政
嗣
が
南
都

に
下
向
し
て
い
る
様
子
（
波
線
部
）
を
示
し
て
い
る
。
政
嗣
は
春
日
社
御
神
楽
の
願
主
に
な
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
。
そ
ん

な
政
嗣
に
悲
劇
が
訪
れ
た
の
は
文
明
一
二
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

 

当
番
参
内
請
取
、
忠
顕
朝
臣
祗
候
、
語
云
、
二
条
殿
去
暁
俄
令
薨
給
之
由
、
有
沙
汰
、
太
閤
御
事
歟
云
々
、
驚
歎
之
余
、
先
遣
人
、
内
々
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尋
申
之
処
、
前
殿
御
事
云
々
、
弥
仰
天
落
涙
之
外
無
他
、
兼
而
無
御
病
気
、
昨
日
昼
間
者
御
楽
、
晩
景
御
鞠
等
有
御
遊
、
御
快
然
過

平
伴
給
、
此
暁
令
頓
死
給
云
々
、
御
年
卅
八
、
可
惜
可
悲

（
11
（

、

　

参
内
し
た
中
御
門
宣
胤
は
二
条
家
に
死
者
が
発
生
し
た
と
い
う
情
報
を
得
た（
傍
線
部
）。
宣
胤
は
太
閤（
持
通
）か
と
想
像
し
た
が
、

よ
く
よ
く
情
報
を
収
集
し
て
み
る
と
前
殿
（
政
嗣
）
だ
と
判
明
し
た
（
波
線
部
）。「
昨
日
ま
で
雅
楽
や
蹴
鞠
し
て
い
た
の
に
・・・
」（
破

線
部
）
と
さ
れ
る
よ
う
な
突
然
の
出
来
事
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
政
嗣
は
三
八
歳
で
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。

　

当
然
、
持
通
の
悲
嘆
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
で
あ
っ
た

（
11
（

。
働
き
盛
り
の
当
主
政
嗣
を
三
八
歳
で
失
う
と
い
う
不
運
に
襲
わ
れ
た

二
条
家
の
跡
を
襲
っ
た
の
は
政
嗣
長
子
の
尚
基
で
あ
る
。
尚
基
は
、
政
嗣
の
死
の
二
年
後
、
文
明
一
四
年
に
元
服
を
遂
げ
る
と

（
11
（

、
順
調

に
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
く
。

　

今
夜
節
会
、
内
弁
二
条
殿
、
本
所
御
参
候
、
御
方
次
将
ニ
御
参
候
也
、
甘
露
寺
殿
大
納
言
拝
賀
候
、

　

 

去
十
八
日
朝
詔
宣
下
云
々
、
右
大
臣
尚
基
卿
蒙
関
白
宣
旨
、
上
卿
中
御
門
大
納
言
云
々
、
前
関
白
内
覧
兵
仗
如
旧
之
由
宣
下
、
久
我

大
納
言
通
豊
卿
任
内
大
臣
云
々
、

　

前
者
の
事
例
は
『
山
科
家
礼
記
』
の
明
応
元
年
正
月
一
六
日
条
で
、
踏
歌
節
会
の
内
弁
を
勤
め
て
い
る
尚
基
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。
後
者
は
『
後
法
興
院
記
』
の
明
応
六
年
六
月
二
〇
日
条
で
、
関
白
に
就
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
政
嗣
継
嗣
の
二
条
尚
基
は
公
卿

と
し
て
も
相
応
に
活
動
し
、
関
白
と
し
て
二
条
家
の
家
格
も
維
持
し
て
い
た
。
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し
か
し
、
こ
こ
で
ま
た
し
て
も
二
条
家
に
悲
劇
が
降
り
か
か
る
。
関
白
就
任
の
四
ヶ
月
後
に
尚
基
が
二
十
七
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を

去
っ
た
の
で
あ
る

（
11
（

。
長
生
き
し
た
持
通
と
は
対
照
的
に
、二
条
家
は
政
嗣
、そ
し
て
尚
基
と
二
代
続
け
て
当
主
が
早
世
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
二
条
家
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　

相
伴
中
納
言
参
二
条
殿
、
賀
申
若
公
御
祝
事
去
二
月
十
九
日

御
帯
直
御
歯
黒
若
公
御
祖
母
禅
尼
同
御
対
面
、
若
公
依
御
見
苦
、
御
顔
許
令
出
給
程
也

（
11
（

、

　

文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）、
中
御
門
宣
胤
が
二
条
邸
に
参
上
す
る
と
、
対
応
に
あ
た
っ
た
の
は
、
幼
年
の
尹
房
と
「
祖
母
公
」（
細
川

下
野
の
孫
娘
）
で
あ
っ
た
。
し
か
も
尹
房
は
「
御
見
苦
」
に
よ
り
顔
を
出
し
た
だ
け
で
あ
り
、
二
条
家
は
「
祖
母
公
」
が
ど
う
に
か
切

り
盛
り
す
る
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。

　

二
条
家
は
持
通
以
降
、
二
代
に
わ
た
り
当
主
が
早
世
す
る
な
ど
不
幸
が
続
い
た
こ
と
で
、
冬
の
時
代
へ
と
突
入
し
て
い
た
。

　
2
．
経
済
的
困
窮

　

そ
れ
に
し
て
も
、
い
く
ら
当
主
が
二
代
続
け
て
二
〇
～
三
〇
代
で
死
去
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
な
ら
、
摂
関
家
の
長
い
歴
史

に
お
い
て
、「
並
外
れ
て
数
奇
」
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
時
代
の
二
条
家
に
と
っ
て
不
幸
だ
っ
た
の
は
、
当
主
の

早
世
が
「
弱
り
目
に
祟
り
目
」
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

当
該
期
二
条
家
の
経
済
状
況
を
瞥
見
し
て
み
よ
う
。
こ
の
時
期
の
二
条
家
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
端
的
に
示
唆
す
る
の
が
次
に
掲

げ
る
『
後
法
興
院
記
』
の
応
仁
元
年
五
月
一
九
日
条
で
あ
る
。
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伝
聞
、
右
近
中
将
雅
国
朝
臣
令
家
礼
内
府
家
云
々
、
彼
仁
元
二
条
家
門
家
礼
也
、
今
就
権
家
如
此
歟
、
心
中
未
練
之
至
不
可
説
事
也
、

凡
羽
林
輩
令
家
［
礼
カ
］
名
家
事
未
曾
有
事
歟
、
太
以
不
審
也
、

　

二
条
家
の
家
礼
だ
っ
た
室
町
雅
国
が
内
府
家
（
日
野
家
）
に
奉
仕
先
を
変
更
し
た
こ
と
、
羽
林
家
の
政
国
が
名
家
に
す
ぎ
な
い
日
野

家
の
家
礼
に
な
る
こ
と
が
「
未
曾
有
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
も
こ
れ
も
日
野
家
が
「
権
家
」
だ
か
ら
こ
そ
起
き
る
事
態
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
史
料
を
裏
読
み
す
れ
ば
、
二
条
家
は
「
権
家
」
で
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
応
仁
の

乱
勃
発
直
後
に
お
い
て
、
す
で
に
二
条
家
の
栄
華
は
動
揺
し
て
い
た
。
こ
こ
に
二
条
政
嗣
の
早
世
が
重
な
っ
た
こ
と
で
、
応
仁
の
乱
後
、

二
条
家
は
加
速
度
的
に
窮
乏
し
て
い
っ
た
。

　

 

次
参
�
園
、
清
水
寺
等
、
次
東
山
辺
方
々
令
巡
見
、
於
或
所
有
一
盞
事
、
帰
路
見
二
条
家
門
庭
、
水
石
奇
絶
也
、
太
閤
去
十
六
日
越

前
江

下
向
云
々
、
京
都
堪
忍
不
事
行
云
々
、
中
納
言
中
将
在
京
云

（々
11
（

、

　

応
仁
の
乱
も
過
去
の
出
来
事
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
文
明
一
七
年
の
春
、
近
衛
政
家
は
諸
寺
参
詣
の
帰
り
道
に
二
条
邸
へ
と
立
ち
寄
っ

て
庭
を
見
物
す
る
。
こ
の
と
き
政
家
は
、太
閤
（
持
通
）
が
「
京
都
堪
忍
不
事
行
」
に
よ
り
越
前
に
下
向
し
て
い
る
事
を
知
ら
さ
れ
た
。

政
嗣
に
先
立
た
れ
た
老
齢
の
持
通
で
あ
っ
た
が
、
隠
居
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
家
の
経
営
を
維
持
す
べ
く
在
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
た
。

　

右
の
史
料
で
近
衛
政
家
が
二
条
家
の
庭
を
見
物
し
て
い
る
よ
う
に
、二
条
家
の
庭
園
の
美
し
さ
は
都
人
の
賞
賛
を
得
て
い
た
ら
し
く
、
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特
に
藤
棚
は
見
事
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
藤
棚
の
様
相
は
、
こ
の
頃
の
二
条
家
の
実
情
を
あ
り
あ
り
と
伝
え
て
く
れ
る
。

　

 

次
参
二
条
殿
、
今
日
藤
御
賞
翫
各
申
沙
汰
也
、
乱
後
退
転
、
当
年
再
興
事
、
先
日
兼
倶
卿
来
之
時
令
談
合
、
只
如
形
任
所
存
可
持
参

之
由
申
廻
了
、
元
ハ
木
幡
奉
之
、
各
相
触
者
也
、
今
度
儀
随
年
及
可
参
之
間
、
余
内
々
令
入
魂
、
但
伯
卿
、
民
部
卿
、
菅
原
和
長
、

俊
通
等
也
、
清
三
位
、
土
御
門
三
位
等
ハ
、
兼
倶
卿
可
申
遣
云
々
、
雖
然
各
不
参
、
只
余
伯
卿
二
人
所
参
也
、
於
烏
丸
西
御
新
造
有

一
献
、
如
旧
例
各
一
首
詠
之
、
同
連
歌
一
折
、
無
御
人
数
之
間
、
面
ハ
か
り
御
沙
汰
之
以
後
、
於
藤
辺
又
有
御
酒
、
前
殿
御
事
思
食

出
、
賜
御
短
冊

（
1（
（

、

　

文
明
一
三
年
、
応
仁
の
乱
に
よ
り
退
転
し
て
い
た
二
条
邸
で
の
藤
御
覧
が
復
活
し
た
（
傍
線
部
）。
し
か
し
、
参
加
者
が
僅
少
の
寂

し
い
会
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
（
波
線
部
）。
公
家
社
会
に
も
、
二
条
家
に
も
、
も
は
や
優
雅
に
藤
を
観
賞
し
て
い
る
よ
う
な

余
裕
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、「
祖
母
公
」
が
切
り
盛
り
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
時
代
に
は
、
次
の
よ
う
な
体
た
ら
く
と
な
る
。

　

 

参
二
条
殿
、
当
年
初
度
也
、
年
始
儀
宰
相
参
申
了
、
遼
遠
之
間
、
于
今
遅
々
、
余
携
小
樽
、
若
公
祖
母
公
出
座
、
有
一
献
、
殿
上
人

諸
大
夫
共
無
一
人
、
只
随
身
秦
兼
夏
許
也
、
召
円
福
寺
僧
、
被
取
杓
、
屋
上
荒
廃
、
直
見
天
、
雖
藤
盛
、
無
架
落
地
、
返
路
有
堀
無

橋
、
至
去
年
見
人
成
市
、
遂
年
零
落
、
唯
如
夢
、
催
涙

（
11
（

、

　

文
亀
二
年
も
三
月
に
な
っ
て
中
御
門
宣
胤
は
、
そ
の
年
初
め
て
二
条
邸
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ

（
11
（

、
家
屋
は
荒
廃
し
、
自
慢
の
藤
棚
も
用



89

室町後期における二条家の停滞

意
で
き
な
い
ま
ま
藤
も
枯
れ
落
ち
よ
う
と
し
て
い
た
（
傍
線
部
）。
こ
の
よ
う
に
見
る
も
無
惨
な
状
況
は
、
尚
基
存
命
中
か
ら
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

 

博
陸
事
無
覚
束
之
間
、
且
以
使
者
相
尋
処
、
於
路
次
陣
官
人
串
田
掃
部
相
逢
、
語
云
、
去
夜
五
時
分
既
御
事
云
々
、
仍
使
者
馳
帰
、
此
上

不
能
参
啓
、
言
語
道
断
、
悲
歎
無
極
、
凡
彼
家
門
之
儀
近
日
零
落
、
殆
絶
于
常
篇
、
無
秋
衣
之
儲
、
寒
威
等
数
日
侵
膚
云
々
、
後
福

光
園
以
来
公
武
尊
崇
、
栄
耀
無
双
、
至
于
故
禅
閤
無
止
事
之
躰
也
、
於
于
今
如
此
、
可
歎
々
々
、
相
続
之
儀
於
于
今
不
審
也
、
二
歳

若
公
在
之
云
々
、
誰
人
可
奉
養
育
哉
、
母
堂
禅
尼
悲
歎
察
申
者
也

（
11
（

、

　

尚
基
の
死
去
直
後
に
三
条
西
実
隆
が
残
し
た
感
想
で
あ
る
。
二
条
良
基
の
時
代
よ
り
持
通
の
時
代
ま
で
は
栄
華
を
誇
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
（
波
線
部
）、
こ
の
頃
の
二
条
家
が
「
凡
彼
家
門
之
儀
近
日
零
落
、
殆
絶
于
常
篇
」（
傍
線
部
）
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
記

さ
れ
て
お
り
、
尚
基
の
死
因
に
つ
い
て
も
実
隆
は
「
夏
服
の
ま
ま
衣
替
え
が
で
き
ず
に
身
体
が
堪
え
た
か
ら
と
い
う
話
も
あ
る
」
と
し

て
い
る
（
破
線
部
）。
良
基
の
時
代
か
ら
直
近
の
持
通
ま
で
は
栄
耀
無
双
だ
っ
た
の
に
、い
ま
や
そ
の
零
落
は
常
軌
を
逸
す
る
程
で
あ
っ

た
。
二
条
家
は
応
仁
の
乱
後
、
加
速
度
的
に
経
済
面
が
逼
迫
し
、
尚
基
死
去
の
段
階
で
決
定
的
に
窮
乏
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
経
済
的
な
窮
乏
は
、
二
条
家
の
廷
臣
と
し
て
の
前
途
に
、
暗
い
影
を
落
と
す
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
在
世
中
の
政
嗣
に
も

在
国
せ
ざ
る
を
え
な
い
時
期
が
あ
り
、
文
明
七
年
の
除
目
に
お
い
て
は
、「
今
日
の
除
目
は
関
白
二
条
政
嗣
と
聞
い
た
が
、
在
京
し
て

い
な
い
の
で
問
題
な
く
済
む
か
不
安
が
あ
る
」
と
心
配
さ
れ
る
始
末
で
あ
っ
た

（
11
（

。
窮
乏
に
よ
る
在
国
に
よ
り
、
摂
関
家
と
し
て
の
つ
と

め
が
疎
か
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

尚
基
に
至
っ
て
は
、
公
事
へ
の
姿
勢
を
後
土
御
門
天
皇
か
ら
度
々
注
意
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
後
土
御
門
天
皇
の
法
華

八
講
に
欠
席
し
勅
勘
を
被
っ
て
い
る
し

（
11
（

、
上
級
廷
臣
と
し
て
の
最
も
重
要
な
つ
と
め
と
も
い
え
る
節
会
の
内
弁
さ
え
勤
仕
を
忌
避
し
て
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い
た
。

　

 

入
夜
蔵
人
権
弁
賢
房
来
云
、
白
馬
節
会
内
弁
事
内
府
ニ
御
問
答
処
、
当
職
事
勅
約
候
者
可
有
参
勤
之
由
被
申
候
、
可
被
如
何
候
哉
、

内
弁
事
既
御
事
闕
候
之
上
者
、
猶
可
然
様
可
被
致
御
了
簡
之
由
被
仰
出
云

（々
11
（

、

　

二
条
尚
基
（「
内
府
」）
に
白
馬
節
会
の
内
弁
を
勤
め
る
よ
う
指
示
が
出
た
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
か
尚
基
は
「
関
白
就
任
が
確
約
さ
れ

る
な
ら
」
と
の
交
換
条
件
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
弁
勤
仕
に
対
す
る
消
極
姿
勢
は
、
お
そ
ら
く
経
済
的
事
由
を
背
景

に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
す
る
後
土
御
門
の
反
応
は
冷
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

 

晩
景
賢
房
来
、
白
馬
内
弁
事
右
府
可
存
知
之
由
候
、
但
裾
事
闕
候
、
被
借
遣
候
者
於
身
可
畏
入
之
由
命
之
、
不
可
有
相
違
之
由
令
返

答
（
11
（

、

　

結
局
、
白
馬
節
会
の
内
弁
は
代
わ
り
に
今
出
川
公
興
（「
右
府
」）
が
勤
仕
す
る
こ
と
で
決
着
し
た

（
11
（

。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も

重
な
っ
て
、
摂
関
家
当
主
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昇
進
に
お
い
て
尚
基
は
清
華
家
の
今
出
川
家
の
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
く

（
11
（

。

　

経
済
力
の
困
窮
は
、
当
主
の
昇
進
に
も
影
響
し
、
尚
基
は
苦
し
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
た
。
持
通
以
降
の
二
条
家
は
、
後
継
者
の
続

け
ざ
ま
の
早
世
、
経
済
的
困
窮
に
よ
り
凋
落
の
途
を
辿
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
持
通
期
以
降
、
二
条
家
が
苦
境
に
陥
っ
て
い
く
様
相
を
素
描
し
て
き
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
の
は
二
条
家
で
あ
る
が
、
そ

の
停
滞
の
要
因
を
探
る
と
、
中
世
後
期
の
摂
関
家
が
家
運
を
維
持
す
る
上
で
必
要
と
し
た
条
件
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

当
該
期
の
摂
関
家
に
と
っ
て
、
ま
ず
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
先
例
故
実
の
蓄
積
で
あ
ろ
う
。
廷
臣
が
廷
臣
と
し
て
適
切
に
振
る
舞
う

に
あ
た
っ
て
、
何
よ
り
も
重
要
な
素
養
で
あ
る
。
そ
し
て
先
例
故
実
は
父
子
相
承
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
く
た
め
、
当
主
の
早
世
な

ど
に
よ
り
相
承
が
滞
る
と
、
廷
臣
勤
仕
の
前
提
が
危
機
に
陥
る
こ
と
と
な
る
。

　

次
に
必
要
な
の
は
経
済
力
で
あ
る
が
、
ご
く
一
部
の
家
々
を
除
き
、
こ
の
時
代
に
は
荘
園
的
基
盤
が
著
し
く
脆
弱
化
し
て
い
た
。
ゆ

え
に
、
当
該
期
の
貴
族
に
と
っ
て
、
天
皇
家
や
将
軍
家
か
ら
の
信
望
（
そ
れ
に
よ
り
派
生
す
る
金
銭
援
助
）
は
頼
み
の
綱
で
あ
っ
た
。

持
通
期
ま
で
の
二
条
家
は
、
そ
の
先
例
故
実
の
蓄
積
に
よ
り
、
天
皇
家
か
ら
も
将
軍
家
か
ら
も
信
望
を
集
め
て
い
た
が
、
な
か
で
も
特

に
将
軍
家
へ
の
依
存
度
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
当
該
期
に
は
、
そ
の
将
軍
家
そ
の
も
の
が
経
済
的
に
困
窮
し
つ
つ
あ
っ
た
。
タ
ニ
マ

チ
と
も
い
え
る
足
利
将
軍
家
の
窮
乏
は
、
二
条
家
の
家
経
済
を
直
撃
し
た
の
で
あ
る
。

　

足
利
将
軍
家
の
窮
乏
は
、何
も
二
条
家
に
だ
け
降
り
か
か
っ
た
現
象
で
は
な
い
。五
摂
家
を
含
む
当
時
の
公
家
は
、ど
こ
も
等
し
く「
武

家
か
ら
の
資
金
援
助
を
引
き
出
す
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

（
1（
（

。
一
条
家
や
九
条
家
の
在
地
下

向
は
、
そ
の
努
力
の
一
例
と
し
て
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
残
さ
れ
た
少
な
い
パ
イ
を
得
る
べ
く
、
天
皇
家
へ
の
奉
仕
を
強
化
し
て
い
く

ク
ラ
ス
タ
ー
も
あ
っ
た

（
11
（

。
し
か
し
、
い
わ
ば
「
足
利
将
軍
家
一
本
足
打
法
」
と
も
い
え
る
方
法
論
で
室
町
期
に
栄
華
を
極
め
た
二
条
家

に
は
、
将
軍
家
に
依
存
す
る
以
外
の
方
策
を
持
た
な
か
っ
た

（
11
（

。
天
皇
家
と
の
関
係
を
強
化
す
る
に
し
て
も
、
当
主
の
早
世
に
よ
っ
て
後
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継
者
育
成
（
先
例
故
実
＝
天
皇
に
必
要
と
さ
れ
る
素
養
の
継
承
）
が
ま
ま
な
ら
ず
、そ
れ
も
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
二
条
家
は
、

実
家
か
ら
の
種
々
の
援
助
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
期
待
で
き
る
細
川
家
傍
流
出
身
の
未
亡
人
に
、
緊
急
事
態
の
や
り
く
り
を
託
す
よ
り

他
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

（
1
）『
二
条
良
基
研
究
』（
和
泉
書
院　

二
〇
〇
五
）。

（
2
）
湯
川
敏
治
『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』（
続
群
書
類
従
完
成
会　

二
〇
〇
五
）。

（
3
）
安
西
欣
治
「
中
世
後
期
に
お
け
る
公
家
政
治
の
諸
問
題
」（『
史
潮
』
二
〇　

一
九
八
六
）。

（
4
） 「
奉
書
状
於
二
条
前
関
白
許
、還
幸
次
第
等
可
借
給
之
由
令
申
之
、康
正
度
造
内
裏
之
時
、遷
幸
次
第
借
給
之
、西
園
寺
家
作
進
次
第
也
」（『
後
法
興
院
記
』

文
明
一
一
年
閏
九
月
三
日
条
）。

（
5
）『
実
隆
公
記
』
延
徳
元
年
七
月
一
八
日
条
。

（
6
）『
実
隆
公
記
』
明
応
六
年
一
〇
月
一
一
日
条
。

（
7
）『
親
長
卿
記
』
文
明
一
二
年
（
一
四
八
〇
）
一
二
月
一
三
日
条
。

（
8
） 

九
条
政
忠
は
在
国
が
基
本
で
、
ほ
と
ん
ど
摂
関
と
し
て
の
つ
と
め
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
と
き
も
衰
日
を
口
実
と
し
た
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
で
あ

ろ
う
。

（
9
） 「
早
旦
参
殿
下
、
来
九
日
御
連
歌
御
参
事
申
之
、
被
廻
御
計
略
可
有
御
参
云
々
、
次
参
内
、
禅
閤
已
下
御
返
事
奏
之
、
又
仰
云
、
可
仰
太
閤
之
由
有
仰
、

以
使
者
申
了
」（『
親
長
卿
記
』
文
明
一
二
年
八
月
五
日
条
）。
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（
10
）『
十
輪
院
内
府
記
』
文
明
一
八
年
一
二
月
二
七
日
条
。

（
11
）『
宣
胤
卿
記
』
文
明
一
二
年
正
月
一
〇
日
条
。

（
12
）
お
そ
ら
く
経
済
的
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

（
13
） 

相
対
的
に
は
経
済
面
で
の
余
裕
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
近
衛
家
と
違
い
、
後
述
す
る
よ
う
に
二
条
家
の
経
済
事
情
は
鷹
司
家
や
一
条
家
と
さ
ほ
ど
変
わ

り
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
衣
装
代
な
ど
出
費
の
か
さ
む
武
家
参
賀
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
近
衛
家
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
二
条
家
の
熱
意
が
垣
間
見
え
る
。

（
14
）『
宣
胤
卿
記
』
文
明
一
三
年
四
月
二
六
日
。

（
15
）『
実
隆
公
記
』
長
享
二
年
八
月
一
三
日
条
。

（
16
）『
長
興
宿
禰
記
』
文
明
七
年
四
月
二
二
日
条
。

（
17
）「
武
家
拝
賀
次
第
二
条
太
閤
作
進
云
々
、
今
日
以
写
本
写
留
了
」（『
後
法
興
院
記
』
文
明
一
八
年
七
月
二
七
日
条
）。

（
18
）「
於
三
宝
院
大
樹
有
拝
賀
習
礼
云
々
、
太
閤
指
南
云
々
、」（『
後
法
興
院
記
』
文
明
一
八
年
七
月
一
八
日
条
）。

（
19
）『
後
法
興
院
記
』
延
徳
元
年
四
月
二
日
条
。

（
20
）
拙
稿
「「
鹿
苑
院
殿
佳
例
」
と
二
条
持
基
」（『
史
友
』
四
三　

二
〇
一
一
）。

（
21
） 

前
掲
注
（
20
）
拙
稿
で
は
、
義
教
時
代
に
お
い
て
、
二
条
持
基
が
義
教
に
義
満
先
例
を
勘
進
し
、
義
教
が
義
満
先
例
を
採
用
す
れ
ば
、
自
ず
と
、
摂
関

が
二
条
良
基
で
あ
っ
た
時
代
の
先
例
が
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
摂
関
職
は
二
条
家
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
社
会
的
意
識
の
醸
成
さ
れ
た

こ
と
を
論
じ
た
。

（
22
）『
後
法
興
院
記
』
文
正
元
年
四
月
二
二
日
条
。

（
23
）『
山
科
家
礼
記
』
文
明
三
年
一
〇
月
一
二
日
条
。
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（
24
）『
後
法
興
院
記
』
文
明
一
一
年
二
月
一
六
日
条
。

（
25
）『
宣
胤
卿
記
』
文
明
一
二
年
九
月
二
日
条
。

（
26
） 「
太
閤
北
政
所
御
歎
奉
察
、弥
催
悲
涙
、去
月
廿
八
日
参
候
時
有
一
献
、数
刻
御
雑
談
、如
夢
、嗟
呼
、不
知
是
最
後
御
対
面
、老
少
不
定
、始
而
雖
非
可
驚
、

眼
前
無
常
、
無
物
于
取
喩
、」（
同
右
）

（
27
） 「
今
日
二
条
太
閤
御
孫
故
関
白

政
嗣
男
御
元
服
御
名
字

尚
基

、
太
閤
御
加
冠
、
理
髪
頭
左
中
弁
政
顕
朝
臣
、
着
座
公
卿
二
人
、
中
御
門
中
納
言
宣
胤
卿
、
伯
二
位
資
益
卿
、

今
夜
即
於
陣
有
宣
下
儀
、
新
冠
敍
正
五
位
下
、
禁
色
・
昇
殿
等
被
宣
下
云
々
」（『
長
興
宿
禰
記
』
文
明
一
四
年
四
月
一
七
日
条
）。

（
28
）「
博
陸
所
労
危
急
云
々
、
仍
以
使
者
尋
申
」「
抑
故
関
白
号
後
如

法
寿
院
今
夜
葬
礼
云
々
」（『
実
隆
公
記
』
明
応
六
年
一
〇
月
九
日
、
一
五
日
条
）。

（
29
）『
宣
胤
卿
記
』
文
亀
二
年
六
月
五
日
条
。

（
30
）『
後
法
興
院
記
』
文
明
一
七
年
閏
三
月
二
〇
日
条
。

（
31
）『
宣
胤
卿
記
』
文
明
一
三
年
三
月
三
〇
日
条
。

（
32
）『
宣
胤
卿
記
』
文
亀
二
年
三
月
一
四
日
条
。

（
33
） 

宣
胤
は
二
条
家
の
家
礼
で
あ
っ
た
が
、二
条
家
に
家
礼
を
侍
ら
せ
る
余
力
は
な
く
、開
店
休
業
状
態
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
で
も
宣
胤
は
主
家
を
気
に
か
け
、

「
祖
母
公
」
も
宣
胤
を
頼
り
に
し
て
い
た
よ
う
だ
。

（
34
）『
実
隆
公
記
』
明
応
六
年
一
〇
月
一
一
日
条
。

（
35
）「
自
今
夜
除
目
ト
也
、
執
筆
関
白
ノ
由
承
及
也
、
依
無
京
都
、
巨
細
事
不
収
」（『
言
国
卿
記
』
文
明
七
年
正
月
二
五
日
条
）。

（
36
）「
御
八
講
結
願
也
」「
内
府
不
参
之
間
時
宜
以
外
不
快
、
雖
被
召
進
出
居
次
将
被
止
帰
云
々
」（『
後
法
興
院
記
』
明
応
三
年
二
月
二
八
日
条
）。

（
37
）『
後
法
興
院
記
』
明
応
六
年
正
月
三
日
条
。

（
38
）『
後
法
興
院
記
』
明
応
六
年
正
月
五
日
条
。
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（
39
） 

尚
基
が
今
出
川
公
興
に
先
ん
じ
ら
れ
た
の
は
、
単
に
尚
基
側
の
事
情
だ
け
で
な
く
、
公
興
が
後
土
御
門
天
皇
の
寵
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
も
考
慮
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
40
）「
抑
右
府
事
菊
亭
前
内
府
ニ
被
宣
下
云
々
、
内
府
云
当
官
云
摂
家
為
理
運
歟
如
何
、
但
不
及
競
望
歟
」（『
後
法
興
院
記
』
明
応
四
年
一
二
月
一
二
日
条
）。

（
41
） 

武
家
か
ら
の
資
金
援
助
、
す
な
わ
ち
「
武
家
訪
」
が
公
家
経
済
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
く
様
子
は
松
永
和
浩
『
室
町
期
公
武
関
係
と
南
北
朝
内
乱
』（
吉

川
弘
文
館　

二
〇
一
三
）
に
詳
し
い
。

（
42
）
池
享
『
戦
国
・
織
豊
期
の
武
家
と
天
皇
』（
校
倉
書
房　

二
〇
〇
三
）。

（
43
）
拙
稿
前
掲
注
（
20
）。


